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食事 59.2 60.0 65.0 70.0
土産品 37.2 40.0 45.0 50.0
観光施設 42.6 45.0 50.0 55.0
観光整備 36.4 40.0 45.0 50.0
市内移動 37.3 40.0 45.0 50.0
ホスピタリティ 54.2 55.0 60.0 65.0
観光情報 35.0 40.0 45.0 50.0
旅行全体 62.1 65.0 70.0 80.0
                       『柳川市観光振興計画』（2009）を若干修正して作成
 ここでは、入込み観光客延べ人数を取り上げてみよう。前節の図６でみたように、柳川市の
観光入込客数は2004年の129万人をピークに減り始め、2010年には約1割減の116万になってい
る。この2010年の116万人は、短期計画の2010年の目標値115万人を上回っているので計画通り
に進んでいるようにみえる12。しかし、その3年後の2013年の130万を達成するには13%増が必
要であり、このままの状況では難しいであろう。2005年以降の入込客数の低下の理由を景気低
迷という経済環境の悪化に求めたが、それでは受身の姿勢であり、逆境を跳ね返す積極的な姿
勢が求められる。
 実際、この振興計画における「柳川ブランドの構築」項目のプロジェクトの中には川下り関
係として、船頭体験や夜の川下りの充実、さらに新規の川下りコースの設定が上げられている。
また「食の魅力づくり」項目では川下りの風景を楽しみながら食事が上げられ、さらに「魅力
的な地域づくり」項目では川下りの定期船の運航、川下りの乗り場の一本化そして川下りコー
ス沿いを含む全市的な良好な景観形成が上げられている。また前出の『掘割を生かしたまちづ
くり行動計画』における「掘割を守り育てる実践行動」の中では、掘割は自分たちのもの、そ
して地域のものとして共同管理してきた歴史があり、今後も水に対する意識啓発を高めながら
市民一人ひとりが自分たちの問題として意識し、協働して取り組む必要性を強調している。
 この市民の協働について田村（2005）では、まず市民を住民と区別して自分たちの住む場所
を自分たちのものであると意識し積極的にかかわろうとする者だとし、その上で市民が互いに
必要な時には協働するという気持ちをもつことが重要であると述べている。またそうであれば、
景観が「まち」全体のものだという意識を市民がもつことによって協働が生まれ美しい景観が
維持されていくという。さらに、美しい個性的な景観を作るためには市民間の調整役を果たす
景観行政が必要になるが、これは長期的な視点をもつものでなければならないことも強調して
いる。柳川の市民そして行政には、この協働の精神がすでに根付いているように思われる。観
光振興計画が成果のあるものになるように、掘割をめぐる景観の維持に対してより積極的な行
動が求められるであろう。
 敷田他（2009）では、現在は地域の関係者が主体的に観光に関わることが重要であるとし、
12 柳川市観光振興計画では本文にあるように2008年の観光入込客数を111万人としているが、図6における2008年のデー
タは117万人である。計画では2010年に3.6%増の115万人を求めているが、2008年を117万人とすればその3.6%増は
121万人であり、計画通りには進んでいないことがわかる。
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そこから当該地域の優れた価値がすぐにイメージできるブランドを築くことの必要性と、その
マーケティングが重要であると述べている。また古川（2011）においても、社会的に共有され
た記憶としてのブランドを確立することが重要であり、さらにそれを継続する仕組みを構築す
ることも重要であると指摘している。そして仮にそこに卓越した一人の人物がいなくても、地
域が元気になるという同じ目的を共有する多くの人々の協働が、ときに予想外の大きな成果を
生み出すことができると述べている。
 柳川の掘割の水質は決して元に戻ったわけではない。しかし水は自浄効果によってきれいに
なる力を持っている。行動計画の副題にあるように、いつの日か再び「ホタルの飛び交う水郷
柳川」になることを期待してやまない。なお本稿を作成するに当たり、資料の提供と貴重な話
を頂いた柳川市役所観光課の方々に、心より感謝を申し上げたい。またこのような機会を与え
てくださった、愛知大学経営総合科学研究所にも謝意を述べたい。
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